
22　日本貿易会 月報

特　集

双日株式会社
広報部 CSR・環境課 課長

永
なが

田
た

　英
ひで

樹
き

双日グループのCSR
―「2つの価値」の創造へ

企業を取り巻く事業環境の変化が激しさを

増す中、企業の変化への対応力や将来の成長

性をこれまで以上に分かりやすく伝えていく

必要があると考え、当社グループが何を目指

し、どのように中長期的に価値を創造し、成

長していくのか、その道筋を一連のプロセス

として、「価値創造モデル」として整理しま

した（図 1）。

この図の中にも当社グループの CSR の考え

方が示されており、社内への浸透、活動の推

進に当たっては「2 つの価

値」というシンプルなキー

ワードを用いています。

1. 2つの価値

社会（ステークホルダー）

の視点と企業の視点は必ず

しも一致しないとの認識の

下、異なる 2 つの視点を「2

つの価値」として表現して

おります。

国、経済地域の発展や人

権配慮を期待するステーク

ホルダーの視点（社会に還

元する価値）と、事業の競

争力や企業価値を向上する

双日グループの CSR とは、企業理念の実

践そのものであり、企業活動を通じて持続可

能性を追求するということです。

双日グループ企業理念

双日グループは、誠実な心で世界を結び、

新たな価値と豊かな未来を創造します。

双日グループCSRポリシー

企業理念の地道な実践を通じ、企業活動と

社会・環境の共存共栄を目指します。
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・事業基盤の拡充
・持続的な成長

人材基盤
ブランド顧客との

つながり

双日の価値創造モデル

※当社は人材を最も重要な財産であると考えており、価値創造モデルの中心の人材を「人財」と表記しています。

企業理念にある「豊かな未来」の創造に向け、双日では人財を中心とする価値創造モデルを築き上げ
ています。実効性の高い戦略と充実したコーポレート・ガバナンスの下、「ニーズの把握」「機能の発揮」
「価値の創造」という価値創造プロセスを推進し、あらゆるステークホルダーや社会に価値を提供し
ています。図1　価値創造モデル
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当社の視点（双日が得る価値）の違いを認識

した上で、企業活動を通じ双方にとって共通

する価値を最大化させていくこと（2 つの価

値創造）が、CSR の実践であり、企業理念

にある「豊かな未来の創造」につながるもの

と考えております。

今後も、順次事例を当社ウェブサイト等で

紹介していきたいと考えております（図 2）。

2. 新CSR重点取り組みテーマ

2016 年度上期においては、CSR 重点取り

組みテーマの見直しを行いました。

世界的に社会・環境問題への関心が高まる

中、企業は社会（ステークホルダー）からこ

れら課題に向けた取り組みをますます期待さ

れるようになると考えております。

2015 年に、国連が主導となり、2030 年ま

でに優先的に解決されるべき世界の共通の

17 の社会課題、SDGs も制定されました。

このような状況下、今後も当社が「2 つの

価値」を創造し続けるために、従来の CSR

重点取り組みテーマを見直し、より実践的に

根付かせていくための取り組みの整理とテー

マの明確化を行いました。

整理に当たっては企業理念、CSR の考え

方と共に、前述の SDGs をはじめとする代表

的な国際規範を踏まえ、CSR 委員会・経営

会議での議論や営業本部との協議を行い、取

締役会での承認を経て、中長期的に取り組む

べき６つの取り組みテーマを設定しました

（図 3）。

今後は社内での協議をさらに深化させ、こ

マリンケミカル事業
アジアでは経済成長に伴い、苛性ソーダや塩素の需要が高まっ

ています。また、インドでは食料需要が高まる一方、農業用肥料

の原料であるカリウムは輸入が中心であり、同国内での生産体

制の確立が課題となっていました。当社のマリンケミカル事業で

は、産地であるインドの湿地帯で自然にたまるかん水を原料に苛

性ソーダ・塩素の原料である工業塩を生産し、また、その製造工

程で農業用肥料の原料となる硫酸カリウム・臭素を生産し、各工

業・農業の発展・拡大に寄与しています。

高度化成肥料事業
世界的な人口増加により、新興国を中心に食料資源の安定し

た供給体制の確立は極めて重要な課題となっています。当社

では、高度化成肥料における東南アジア最大規模の生産能力・

販売ネットワークを用いて、各農作物生産者の多様なニーズに

合わせ設計した高度化成肥料を提供し、農作物の収穫量増加・

品質向上に貢献しています。

社会に還元する価値 双日が得る価値

アジア
•  需要の高まりに対応する工業塩の
供給

インド
• 硫酸カリウムの国内生産による
 輸入依存からの脱却促進

•  工業塩の取扱いを通じた顧客基盤、
事業ノウハウの獲得

• 工業塩の生産工程で製造される硫酸
 カリウム・臭素などの販売機会の創出

• マリンケミカルサプライヤーとしての
 ブランドの強化

社会に還元する価値 双日が得る価値

•  各農作物生産者のニーズに合わせ施肥
効果の高い肥料の供給　　

• 農作物の収穫量増加・品質向上

•  生産国・周辺国での第一次産業（農業）
の活性化

• 技術と品質に裏付けされた
 ブランドの向上

• 肥料生産国および周辺国向けの
 肥料供給による収益確保

• 東南アジアの新興国における
 肥料製造ノウハウの発揮、
 および事業機会の増加

双方共通の価値

双方共通の価値

産地での雇用創出や
各種工業・農業の持続的発展

アジアを中心とする
食料資源の

安定供給への貢献
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図2　「2つの価値」事例
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れらテーマに沿った取り組みを推進、「２つの

価値」を最大化させ、ステークホルダーから

の期待に応えていきたいと考えております。

3. 次世代への教育支援（社会貢献活動）

当社グループの社会貢献活動は教育支援を

重点に置いています。

アフリカ（タンザニア、モザンビーク）に

おいては、NGO プランインターナショナル

と連携し、2010 年より幼稚園の校舎建設、

保育士の育成支援など就学前教育支援を行っ

てきました。活動を進めるに当たり、特に発

展途上国においては、単に校舎などを建築す

るだけでは十分ではなく、子供たちに通って

もらう（通い続けてもらう）ためには保護者

への説明、教育への理解の醸成が大変重要で

あることを、このプロジェクトを通じて学び

ました。

東北復興支援においては、被災地の大学生

への教育支援として給付型の奨学金制度（双

日復興教育基金）を立ち上げるとともに、岩

手県大槌町で中高生を中心に放課後授業を行
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事業に関わる人権の尊重
事業に関わる人々の権利を尊重する。
その対象範囲は、自社従業員のみならず、
サプライチェーン全体における
事業の影響力が及ぶ範囲である。
児童労働､強制労働などが発生した場合は、
その是正に取り組む。

事業を通じた地球環境への貢献
事業に関わる環境面の持続可能性を追求し、

環境保全に努めると共に
環境性能の高い競争力ある事業に取り組む。

気候変動防止／ＣＯ2排出削減、
生物多様性対応などを含む、

事業に関わる環境負荷の最小化に取り組む。

地域社会と共に
発展・成長を実現

地域社会と共に発展する事業の推進。
事業を通じた地域社会の環境・社会

影響負荷の削減に取り組む。
地域社会と継続的にコミュニケー
ションを図り、事業の持続可能性の

追求と地域社会の課題解決、
次世代教育支援等にも取り組む。

有効性と透明性を重視
コンプライアンスの遵守や、

中長期的な事業の持続可能性追求など、
当社グループの活動すべてを有機的に連携させ、

実践していくための企業統治と
その透明性の追求に取り組む。

多様な人材の活躍･
ダイバーシティの推進
最大の経営資源は多様な人材である。
人材が活躍できる環境づくり、
採用、評価、育成のしくみや、
多様な価値観を持つ人材が活躍する
ダイバーシティの推進に取り組む。

持続可能な資源の
開発・供給・利用
持続可能な資源＊の開発・供給・
利用を追求する。
省資源化､適切なエネルギー
ミックスの提案､資源の
安定供給に取り組む。
＊ エネルギー資源、鉱物資源、食料資源、
 水資源、林産資源、水産資源などを含む。

新ＣＳＲ重点取り組みテーマ

参考としている主なフレームワーク

＊1 国連グローバルコンパクト
　双日は、グローバルに事業を展開す
るにあたり、国・地域の法令を遵守する
にとどまらず、国際規範に沿った、事
業を通じた環境配慮、人権尊重などを
追求する姿勢を明確にするために、国
連グローバル・コンパクト（UNGC）に
署名しています。
　UNGCは、企業が国際社会の一員と
してリーダーシップを発揮し、事業活

動を通じた持続可能性を追求することを提唱しています。双日は、
2009年にUNGCに参加し、UNGCの定める企業活動に関わる
「人権」「労働」「環境」「腐敗防止」に関する10の原則を支持し、企業
活動を通じその実践に取り組んでいます。

＊2 Sustainabile Development Goals
　Sustainabile Development Goals（持続可能な開発目標)とは、
国連が主導となり、193の加盟国で2015年に整理された、2030年ま
でに優先的に解決されるべき世界共通の17の社会課題です。
　中長期的にステークホルダーから解決を期待される課題であり、
当社グループのCSR重点取り組みテーマを明確化するにあたって
参照しました。

企業理念
双日グループは、誠実な心で
世界を結び、新たな価値と
豊かな未来を創造します。

事業に関

企業理念
双日グループは、誠実な心で
世界を結び、新たな価値と
豊かな未来を創造します。

人 権

資 源

人 材 ガバナンス

環 境

地域社会

※ CSRについての詳細は、当社ウェブサイトのCSRページをご覧ください。（http://www.sojitz.com/jp/csr/）

図3　CSR重点取り組みテーマ
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うコラボ・スクール（NPO カタリバが運営）

を支援してきました。2016 年 8 月には同ス

クールとの交流会を企画し、当社からは若手

社員を中心に 10 人が現地を訪れ、中学生向

けに出前授業を行い、同スクールの高校生に

は大槌町の町案内をしていただきました。「震

災を忘れない」こととともに、気付きの多い、

大変実りのある交流会となりました。

次世代への教育支援は本人への支援にとど

まらず、その家族への支援につながり、地域

への発展にもつながっていくということを信

じ、地道な活動を続けていきたいと思います。

4. 最後に

常日頃から当課のメンバーには「動く、（人

を）巻き込む、見直す」ことを意識し、実践

するよう伝えています。

（動く）

上述の「2 つの価値」の最大化を目指すた

めには、社内外の多くの人々と対話し、多様

な価値観を理解することが何より重要である

と考えています。

そのためにも、当社グループの CSR 推進

のけん引役を担うわれわれ自身が、積極的に

そのような機会を持つことが大切だと考え、

日本貿易会の各種委員会活動、国連グローバ

ル・コンパクト分科会をはじめとする社外活

動、セミナーに積極的に参加するなど、新た

なネットワークの構築、新しい活動につなげ

ていきたいと考えております。

（巻き込む）

社内外の対話機会を増やすことで、相互理

解が深まり、連携した活動を検討、実行する

機会が出てきます。このように連携し活動を

行うことが、活動規模を大きくすることにつ

ながり、結果として社会へのインパクトも大

きくなります。身近な事例としては、昨年度

より同じビルの入居企業と共同で会社周辺

の清掃活動ボランティアを開始しました。お

互い今後の身近なボランティア活動をいか

に行うかについて頭を悩ませていたことも

あり、スムーズに話がまとまりました（その

後、東北復興市についても共同で開催するこ

とになりました）。今後は、社員同士の交流

の場、情報交換の場としても有効に活用させ

ていただき、さらなる活動規模の拡大、新た

な取り組みへの展開につなげたいと考えて

います。

（見直す）

各種活動を行った後は振り返り（見直し）

を行うことにしています。活動そのものの意

義、基本活動方針との整合性などあらためて

見直す機会を設け、次回活動への改善につな

げることが、新たな動き（動く）を生み出す

と考えております。

今後、皆さま方と一緒に新たな「動く、（人

を）巻き込む、見直す」を実践する機会を検

討させていただければ幸いです。

「2 つの価値」の最大化を目指し、事業を

通じた CSR の推進、次世代教育を中心とし

た社会貢献活動を推進することで、社会にお

ける当社グループの存在意義を示していけれ

ばと考えております。 JF
TC


